
それは、ケーブルの動きを安定させることです。

でもどうやって？

このように改良することでケーブルは長持ちします。

１．ケーブルを強くする

２．ケーブルのストレスを緩和する

１．ケーブルを強くする
・硬い絶縁体(ゴム→フッ素) → 折れ曲がりににくく滑りやすい

・硬いシース (通常ゴム→強硬度ゴム) → 風などの外圧や振れを軽減

２．ケーブルのストレスを緩和する
・ユニット介在構造 → 絶縁体が素直に動いて戻る

・鋼線テンションメンバ採用 → 絶縁線心への荷重軽減

・シース肉厚化 → 外圧から絶縁線心を守る

Printed in Japan ’23-01

こんなことでお悩みですか？

弊社スプレッダケーブル(SPD-FHNCT)の特長

バスケット方式スプレッダケーブル

※リール巻スプレッダ方式（RE-FHNCT）も取り揃えておりますのでお気軽にお問い合わせください。

長持ちの秘訣とは？

こぼれる

うねる

折れ
曲がる

改良品:SPD-FHNCT
（推奨揚程：31m以上）

品名 絶縁体 絶縁体座屈強度* シース厚さ

SPD-FHNCT ＥＴＦＥ 25N 7.6mm

SPD(Y)-2PNCT ＥＰゴム 14N 3.7mm

※[SPD-FHNCT]と[SPD(Y)-2PNCT]の仕様比較（42×3.5mm2)

*絶縁体座屈強度：線心を長手方向に低速で圧縮した際の強度

ケーブルが長持ちしない・・・

従来品：SPD(Y)-2PNCT
（推奨揚程：30m以下）

うねる、こぼれる、折れ曲がる を軽減し、長持ち！

本記載内容の無断転載を禁じます。掲載された仕様、デザインは、予告なく変更する場合がございます。

お問い合わせ

長持ちの秘訣をご存知ですか？

〒135-0061 東京都江東区豊洲５－６－３６ 豊洲プライムスクエア
株式会社プロテリアル
電線事業部 産業営業部
URL：https://www.proterial.com/products/electrical_wire/flexible_cable.html
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